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Ⅰ．案 件

第１．会議録の承認

１．令和元年浦安市教育委員会第９回定例会会議録の承認について

第２．教育長からの一般報告

第３．審議事項

議案第１号 令和元年度一般会計に係る補正予算について

議案第２号 浦安市青少年館の指定管理者の指定について
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第４．協議事項

１．令和元年度末及び令和２年度浦安市立小・中学校職員人事異動方針（案）につ

いて

第５．報告事項

１．行事開催案内

２．行事・会議報告

(1) 令和元年度第 51 回浦安市小・中学校音楽会実施報告

(2) 令和元年度浦安市児童生徒科学作品展実施報告

(3) 第 38 回浦安市小学校ミニバスケットボール大会結果報告

(4) 令和元年度青少年文化・芸術支援事業「市民まつり青少年音楽祭 2019」

開催報告

(5) 令和元年度第３回公民館運営審議会報告

(6) 令和元年度第２回図書館協議会会議報告

３．その他・報告事項

(1) 教育委員会共催・後援行事一覧

(2) 令和２年度新入学 小規模学校選択制度希望調査の集計結果について

(3) 令和元年度浦安市立幼稚園・認定こども園小中学校定期健康診断結果

(4) 令和元年度上半期青少年センター事業実績報告

(5) 令和元年度上半期体育施設事業実績報告

(6) 令和元年度上半期郷土博物館利用実績報告

(7) 令和元年度上半期公民館利用実績報告

(8) 令和元年度上半期図書館利用実績報告

(9) 専決処分の報告について（訴えの提起について)

(10) 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

第６．その他
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開 会 （午後３時 00 分）

鈴木教育 長 これより令和元年浦安市教育委員会第 11 回定例会を始める。

それでは、議事に入る。

議事の第１．会議録の承認である。

１．令和元年浦安市教育委員会第９回定例会会議録について、承認い

ただけるか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、令和元年浦安市教育委員会第９回の定例会会議録は

承認された。

なお、会議録の承認に当たり、会議録署名委員を宮道委員にお願いす

る。

委 員 はい。

鈴木教育 長 次に、議事の第２．教育長からの一般報告に移る。

１点目は、大型で勢力の強い台風 15 号、19 号、21 号の直撃を受け、

千葉県をはじめ全国各地で大きな被害を受けたことについてである。前

回の定例会で、台風被害に対する補正予算の報告をさせていただいたが、

本日は、台風によって延期や中止となった各種行事について報告する。

10 月 12 日(土)、13 日(日)に開催が予定されていたふるさと浦安作品

展表彰式、高洲公民館文化祭、スポーツフェアがそれぞれ中止となり、

小学校サッカー大会は、12 日(土)と 19 日(土)の２週続けて中止となっ

た。

一方、台風 19 号の際には、市内７公民館と東、舞浜、南、北部、見明

川、富岡、美浜南の７小学校を自主避難所として開設し、894 名の市民

の方の受け入れを行った。自主避難所の開設は、初めての試みであり、

教育委員会職員で自主避難所の開設、運営に当たったが、職員の負担が
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大きく、女性職員の配置や、自主避難の意味が市民に理解されていない

などの多くの教訓を得たところである。現在、危機管理課で振り返りを

行っており、今後に役立てていきたいと思う。

また、学校でも子どもたちの下校時間帯が大雨であったこともあり、

改めて下校の判断の難しさを感じたところである。今後、校長会とも相

談していかなければならないと思っている。

２点目は、公開研究会についてである。

日の出中学校では、10 月 18 日(金)に特別の教科道徳の研究発表会が

行われた。これは、令和２年度関東中学校ブロック大会での研究発表に

向けて行われたものである。また、東小学校では、10 月 24 日(木)に教

科体育の千葉県教育委員会研究指定校として、管内各地から 120 名を超

える参加があった。明日は、日の出小学校でも特別の教科道徳の授業公

開が予定されている。

３点目は、各種表彰についてである。

11 月１日(金)には、千葉県教育功労者表彰が行われ、学校教育部門で

東小学校の手塚校長と、明海南小学校の原校長が受賞された。また、教

育委員会部門では、前教育委員の川端秀仁先生が、３期 12 年の教育委員

としての功績が認められ、受賞された。

11 月３日(日)には、千葉県功労者表彰が行われ、本市の青少年補導員

連絡協議会会長の上平紀子氏が受賞された。同日、行われた市民功労者

表彰では、社会福祉部門で保護司の草場聖子氏、民生委員・児童委員の

大村洋子氏が受賞された。

千葉県児童生徒・教職員科学作品展では、見明川小学校の理科教育推

進教員 加藤美音子さんが「この水溶液は何だろう？」という自作教具で

県知事賞を受賞された。

また、第 70 回ＮＴＴ児童画コンクールでは、「『あったらいいな こ

んなもの』～みんなの未来のくらしにほしいもの～」というテーマで、

美浜北小学校４年生の大川瑛怜菜さんが千葉県知事賞を、北部小学校２

年生の松崎暖斗君が特別賞を、そして、美浜北小学校が学校賞をそれぞ

れ受賞した。大変うれしいことだと思う。
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４点目は、11 月７日(木)に新潟県新発田市教育委員会より教育長、教

育委員の皆様が来庁し、本市の英語教育について視察をされた。指導課

職員から、ＡＬＴを配置した経緯や文部科学省の教育課程特例指定校と

しての取り組みを説明するとともに、校内研究として英語教育を推進し

ている明海小学校の授業映像を見ていただいた。新発田市教育委員会の

皆様は、本市の教育環境のすばらしさについて大変感心をされていた。

５点目は、桐生祥秀選手による陸上教室とトークショーについてであ

る。台風の影響で中止となったスポーツフェアで予定されていた桐生祥

秀選手による陸上教室とトークショーを「今度こそ浦安に桐生が来る」

というキャッチコピーのもと、11 月２日(土)に運動公園陸上競技場、総

合体育館で開催した。陸上教室は、スポーツフェアの際にエントリーし

た 100 名の小中学生を対象としたが、エントリーした子どもたち全員が

参加し、指導を受けた。周知期間が短かく、観覧者が少ないのではない

かと心配されたが、陸上教室に参加した子どもたちの保護者をはじめ、

大勢の方に観覧いただき、桐生選手の入場の際にはスタンドいっぱいの

大歓声であった。トークショーでも 100 名を超える子どもたちが参加し、

質疑応答も途切れることはなかった。特に小学生や女性の参加者が多く、

日本陸上短距離界への高い期待を認識した。

６点目は、11 月９日(土)に開催された第 34 回はっぴい発表会につい

てである。開会セレモニーでは市長にご挨拶いただき、どの学校の発表

も工夫された演技、舞台装置が準備され、子どもたち一人一人がしっか

りと発表をしていた。本年は、浦安市で初めて千葉県特別支援教育連盟

振興大会が開催されたが、はっぴい発表会では、この大会で作成された

シンボル旗が本市の卒業生が作成したものであることが紹介された。ま

た、当日は、卒業生が参観したり、市川特別支援学校との交流の場にも

なっていた。校長先生自ら出演するなどの演出や各学校の職員が応援に

来るなど、みんなで子どもたちを支えている印象を受けた。中学３年生

の子どもたちが「高校でも頑張る」、「９年間出ることができて楽しか

った」と発表しており、継続することの素晴らしさや温かさを感じるこ

とができた。
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以上、私からの一般報告とさせていただく。

次に、議事に入る前にあらかじめお諮りする。議事の第３．審議事項、

議案第１号から第２号及び議事の第４．協議事項の１ならびに議事の第

５．報告事項、３．その他・報告事項の(9)から(10)については、浦安市

教育委員会会議規則第 20 条ただし書きの規定により、非公開として取り

扱うこととしてよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 それでは、議事の第３．審議事項、議案第１号から第２号及び議事の

第４．協議事項の１ならびに議事の第５．報告事項３．その他・報告事

項（9）から（10）につきましては、議事の第６．その他の後、非公開で

審議することとする。

次に、議事の第５．報告事項に移る。

まず、１．行事開催案内だが、本日の報告はない。

次に、２．行事・会議報告に移る。

報告事項の(1)から(6)については、事前にお配りした資料をもって報

告とさせていただく。

行事・会議報告６件に対する質問を受け付ける。

委 員 小・中学校音楽会の報告で「保護者のビデオ撮影、スマートホンの扱

いについて検討する」や「一部の児童生徒の心無い鑑賞マナー」が課題

として挙げられているが、実際にはどのような様子なのか。

丸山指導課長 保護者のビデオ撮影やスマートホンの扱いについて規制をしているが、

それが守られていなかったため、今後、徹底を図っていきたいと考えて

いる。また、児童生徒の鑑賞マナーについては、非常によい学校も多く

見られた一方、一部の児童・生徒で一生懸命演奏している姿に対して、

笑ってしまうなどの態度があったため、各学校で指導をすることとなっ

ている。
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委 員 児童生徒科学作品展の報告の課題にあるように、審査する人が交代し

ても、審査する重点項目を引き継ぐなどして、審査基準が変わらないよ

うにすることは、大切なことだと思う。子どもたちが傷つくことがない

よう審査基準を明文化するなどの工夫をしていただきたい。

丸山指導課長 審査基準はあるが、出品された作品の状況によって審査基準の幅が変

わることもある。今後、審査基準の共通理解を徹底していきたいと思う。

委 員 ミニバスケットボール大会の結果について、Ｄブロックの富岡小の対

戦結果が５対 94、２対 93、73 対２など、すべて大きな得点差で敗退し

ているが、何か理由はあるのか。このような大差での敗退は、子どもた

ちにとって辛い状況のように思うがいかがか。

大友教育総務部参事 Ｄブロックの場合は、４校中２校が、決勝トーナメントに進出できる。

その２校を選出するにあたり、勝敗数が同じ場合には、得失点差も勝敗

に関わってくるため、学校間の力量に差があったとしても、得点を取ら

ざるを得ない状況となる。

鈴木教育 長 教育総務部参事からは、教育的な配慮がなされなかったことについて

の回答であるが、委員はそれ以前に指導に対する課題があるのではない

かということと思うがいかがか。

委 員 そうである。このような試合を重ねていては、子どもたちへの精神的

なダメージが大きく、試合をしないほうがよいと考えるのではないかと

思う。

大友教育総務部参事 ミニバスケットボールは、学校体育、学校部活動による運営と、社会

体育による運営がある。社会体育として、ミニバスケットボールチーム

がある地域とそうでない地域があり、指導力にも差があるところである。
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学校体育でもやはり指導力に差がある状況で、かつて舞浜小学校は、全

国大会に出場するほどの強いチームであった。指導者が代わるとチーム

の状況も変わってしまうのが実情である。

鈴木教育 長 保護者からのご意見や苦情などは聞いているか。

亀山保健体育安全課長 保護者からそのような意見があったという報告はない。

鈴木教育 長 社会体育では、明海小学校で行っている明海地区のチームと日の出小

学校で行っている日の出地区のチームは、関東大会でそれぞれ１位、２

位の成績を収め、２校ともに市長表敬訪問をしているほどの強いチーム

である。

ただ、委員が意見されたように、得点差が大きく、子どもたちへの影

響も考えられることから、今度、校長会議で伝えていきたい。

委 員 富岡小学校のこの結果を受けた後のフォローが、どのようになされた

か気になるところである。

鈴木教育 長 今、貴重なご意見をいただいた。結果だけではなく、その後、どのよ

うなフォローがなされる必要があるのかなど、小中学校体育連盟に伝え

てほしい。

亀山保健体育安全課長 はい。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

それでは、次、３．その他・報告事項に移る。

報告事項の(1)から(8)については、事前にお配りした資料をもって報

告とさせていただく。

その他・報告事項８件に対する質問を受け付ける。
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委 員 定期健康診断結果の 17 ページにある脊柱側弯症の数値が年々上昇し

ているがいかがか。

鈴木教育 長 確かに増えている。何か要因などはあるのか。

委 員 健診を行っている中でも、目立って増えている様子はない。モアレ検

査の検査機器が精密になっていることも要因の一つと考えられる。

鈴木教育 長 学校保健会に要因についても確認いだきたい。

亀山保健体育安全課長 はい。

委 員 今、姿勢が悪い人が多くなっているため、何らかの影響があるかもし

れないが、先天的な要因も大きいと思う。

委 員 小規模学校選択制についてだが、小規模校の子どもの数が年々少なく

なっていて、心配である。

鈴木教育 長 今年度の傾向や昨年度との違いがあれば伺いたい。

大和学務課長 小規模学校選択制度については、過去５年間の利用者数と比較しても

大きな増減はない。例年、小学校で 40 人程度、中学校で 100 人程度が利

用している。希望者が多い場合は抽選となるが、今年度も昨年度と同様

に抽選なしで受け入れる予定である。また、小規模学校選択制度とは別

に、就学相談という形で学区外の学校を申請する場合もある。同じ幼稚

園に通う友達関係にある子どもと一緒の小学校に入りたいという理由や、

希望する部活動が学区内の学校には無いなどの理由が多く、教育的配慮

として入学させている場合もある。

昨年度との変更は、昨年まで浦安小学校が、小規模学校選択制度を実

施していたが、受け入れ人数に達したことから対象外となり、新たに日
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の出小学校が対象となった。中学校については、変更はない。

委 員 先ほどの定期健康診断結果に戻るが、経年で見ると視力が大幅に低下

しているような印象を受ける。携帯電話を見続けるなどの問題もあるよ

うに思う。外に出て遠くを見るということも意識して行う必要がある。

鈴木教育 長 この報告書に関しては、表や数値だけではなく、特徴的な傾向などの

分析があるとよりわかりやすいと思う。

ほかにないか。よろしいか。

次に、議事の第６．その他に入るが、本日はその他の事項の上程はな

い。

次に、委員の皆様から発言をお願いしたい。

委 員 はっぴい発表会では、子どもたちの元気いっぱいな姿を見ることがで

き、たくさん元気をいただき、明るい気持ちになれた。舞台装置から運

営まで、細かいところまで配慮がなされ、校長先生をはじめ先生方の努

力が伝わってくる発表会であった。来年の発表も楽しみにしている。

委 員 私もはっぴい発表会に伺ったが、各学校ともに非常に工夫された発表

であった。中には参加することを嫌がる子どももいるかと思い、表情を

見ていたが、舞台の上で子どもたちが楽しそうに発表している様子に大

変うれしく思った。個性のある子どもたちの長所を一生懸命引き出そう

とする指導は、非常にすばらしいと思う。若い先生方は、実際に自分が

経験したことを通して、指導の幅や子どもとの接し方が広がるのではな

いかと思う。特に印象深い発表は、北部小の宝物をテーマとした発表で、

宝箱から子どもたちが一斉に出てくる演出がなされていた。「子どもは

宝」というシナリオと先生の発想力にとても感動した。学校ごとに人数

に幅があったが、一人一人を見て指導されている様子が伝わり、非常に

うれしく思った。
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委 員 １つのグループの持ち時間は何分か。

山本教育研究センター所長 学校の子どもの人数にもよるが、10 分程度である。

鈴木教育 長 参観者の感想や学校の課題・成果については、来月の定例会で報告さ

せていただく。

宮道委員から情報提供いただいたので、説明をお願いしたい。

委 員 岡山大学の寺澤孝文先生のマイクロステップを紹介させていただく。

寺澤先生は、記憶を研究されている認知心理学の先生で、人間は、１度

見たものは頭に記憶されているそうである。これをマイクロステップ・

スタディとして商品化し、全国展開し始めている。スマホほどの大きさ

のタブレットを用いて、英単語や漢字のドリルを行い、ゲーム感覚で楽

しみながら行う。１日何十回するのではなく、１日５回することで着実

に成績が上がっているようである。現在は、学校で使用できるようにタ

ブレットを収納できる机の開発や子どもが自宅に持って帰っても問題が

おこらないようなシステムを構築されている。寺澤先生は、この機器の

基礎的なドリルで技能を習得し、学校の先生方の指導は子どもたちの思

考につなげられるような仕組みができればよいと言っておられた。

特に低学年層の子どもは顕著に成果が表れるようで、関東の私学の学

校から問い合わせを受けているようである。この機器の開発に関しては、

国から予算をいただき、研究開発を行っている。ぜひ、いろんな教育委

員会や学校と連携しながら進めていきたいと話されていた。

鈴木教育 長 浦安市は、全国学力状況調査では上位にはいるが、一方で、底辺層の

子どもたちをどのようにフォローしていくかが課題となっている。その

一端として、生涯学習課で自立支援未来塾を実施し、子どもたちを伸ば

しているが、このような機器を利用して、子どもたち一人一人の能力に

応じた学習を提供し、個別最適化学習を推奨するなかで、本市でも研究

し、取り入れられるところは取り入れていきたいと思っている。
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ほかに何かあるか。よろしいか。

それでは、教育委員会の会議規則第 20 条ただし書きの規定により、非

公開と決定した案件についての審議を行う。

案件は、議事の第３．審議事項、議案第１号から第２号及び議事の第

４．協議事項の１ならびに議事の第５．報告事項、３．その他・報告事

項の（9）から（10）である。浦安市教育委員会会議規則第 22 条の規定

により、教育総務部長、教育総務部参事、教育総務部次長、生涯学習部

長、生涯学習部次長、教育総務課長、学務課長、学務課主幹、指導課長、

教育研究センター所長、学校給食センター所長、市民スポーツ課長、高

洲公民館長、中央公民館長、美浜公民館長、日の出公民館長、中央図書

館長以外は退室してよい。保育幼稚園課長が入室する。

なお、保健体育安全課長は別室にて待機をお願いする。

鈴木教育 長 それでは、議事を進める。これより教育委員会会議規則第 20 条ただし

書きの規定により非公開と決定した案件について審議を行います。案件

は、議事の第３．審議事項、議案第１号から第２号及び議事の第４．協

議事項の１ならびに議事の第５．報告事項、３．その他・報告事項（9）

から（10）である。

鈴木教育 長 それでは、議案第１号 令和元年度一般会計に係る補正予算について

を議題とする。

事務局の説明を求める。

議案第１号 令和元年度一般会計に係る補正予算について、白石教育総務部長、八田生

涯学習部長より説明がなされた。

議案第１号から第２号は、教育委員会会議規則第 20 条ただし書きの規定により、非公開の

取り扱いとしていたが、令和元年 11 月 29 日に市長が市議会に議案を提出したため議事録

を公開する。
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鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第１号についての質疑を行う。

学務費の一般事務経費の 250 万 7,000 円の追加について、経緯を教え

てほしい。

大和学務課長 本件については、平成 27 年３月に市内の中学校２年生が部活動中に転

倒、医療機関で受診したところ、左足関節捻挫及び左腓骨遠位骨端線損

傷という診断を受けた。その翌日に、コンパートメント症候群という診

断を受け、同月 26 日に緊急手術、４月６日まで入院、その後、通院、リ

ハビリを続け、平成 28 年 12 月に症状固定となった。平成 29 年に保護者

から、中学校の養護教諭の包帯の巻き直しが誤った処置であり、結果、

コンパートメント症候群となり、知覚鈍麻や足関節の可動域の大幅な低

下という後遺症を負ったということで、浦安市と千葉県に対して約

3,600 万円余の損害賠償請求がなされた。これを受けて市では、弁護士

法人リレーションに業務委任契約を行い、同じ平成 29 年７月、８月、９

月に相手方に回答書を送ったところ、何ら連絡もなく、令和元年 12 月

16 日をもって事故発生から３年経過し、時効となることから、時効成立

による成功報酬を支払うものである。

鈴木教育 長 特に学校教育用コンピュータ整備事業の更正減 1,471 万円について、

説明をお願いしたい。

丸山指導課長 学校教育用コンピュータ整備事業については、当初、１月に納入され

る予定であったが、３月からの導入となったため、１、２月分のリース

料が必要なくなり、差金が生じたものである。

鈴木教育 長 学力・生活実態調査事業の 118 万円の更正減についてはいかがか。

丸山指導課長 こちらは、学力・生活実態調査事業は、学力調査と生活実態調査は異

なる契約となっていて、生活実態調査について入札による差金が生じた。
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鈴木教育 長 幼稚園費の教材費・行事費等支援給付事業の追加分 540 万円について、

説明いただきたい。

三代川保育幼稚園課長 私立幼稚園の給食費が、幼児教育の無償化により実費徴収となり、給

食費が無料となる非課税世帯の方に対する償還払いが発生することから、

その分について追加補正となる。幼児教育の無償化関連の事業について

は、当時の情報で把握できる限り当初予算に積算したが、４月以降に制

度が明確になった部分については補正予算にて対応させていただいてい

る。

鈴木教育 長 これは、何人分なのか。

三代川保育幼稚園課長 非課税世帯対象者等は 200 人程度となる。なお、給食は、副食費と主

食費に分かれており、無償化の対象となる副食費は、月額 4,500 円であ

る。

委 員 幼児教育の無償化にかかる保育料は、国からの補助金で全て賄われる

のか。

三代川保育幼稚園課長 幼児教育の無償化は、幼稚園では授業料、保育園では保育料が無償化

の対象となる。無償化の対象外となる給食費については、実費で徴収す

ることとなる。財源については、公立については市が負担するが、今年

度については、国からの補助金で一部賄われている。４月以降について

は、制度の内容に変更がなければ、全額市で負担することになる。

委 員 幼児教育無償化前も私立幼稚園に通う場合には補助があり、公立に通

った場合と、同じ程度の負担となるよう差額分は補助されていたと思う。

今回の幼児教育無償化で、各家庭が負担していた基礎部分も市で負担す

るということでよいか。
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三代川保育幼稚園課長 私立幼稚園は、市内に５園あるが、新制度に則った幼稚園ではないた

め、上限が２万 5,700 円までは無償化対象になる。それを超える部分に

ついては保護者の方で負担する形となる。

委 員 こども園や保育園では、０歳から２歳は従来と変わらず、３歳から５

歳が無償化となるため、園側にとってもわかりづらい制度のように思う。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

それでは、これより議案第１号の採決を行う。

議案第１号について事務局の説明のとおり、これを承認することとし

てよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第１号 令和元年度一般会計に係る補正予算に

ついては承認された。

次に、議案第２号に移るが、学務課長、学務課主幹、指導課長、教育

研究センター所長及び学校給食センター所長、市民スポーツ課長、高洲

公民館長、中央公民館長、美浜公民館長、日の出公民館長、中央図書館

長及び保育幼稚園課長は退席してよい。

なお、学務課長、学務課主幹、保育幼稚園課長は別室にて待機をお願

いする。青少年課長が入室する。

それでは、議案第２号 浦安市青少年館の指定管理者の指定について

を議題とする。

事務局の説明を求める。

議案第２号 浦安市青少年館の指定管理者の指定について、八田生涯学習部長より説明

がなされた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた議案第２号について質疑を行う。
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委 員 審査をされている審査委員会は、どのような方で構成されているのか。

平林青少年課長 浦安市青少年館指定管理者選定等審査会設置要綱を策定し、教育長を

委員長として、総務部長、健康こども部長ほか全８名で構成した審査会

としている。

委 員 青少年館の指定管理者となるうらやす財団は、何期目になるのか。

平林青少年課長 指定管理当初からであり、現在３期目だと認識している。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

それでは、議案第２号の採決を行う。

議案第２号について事務局の説明のとおり、これを承認することとし

てよろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、議案第２号 浦安市青少年館の指定管理者の指定に

ついては承認された。

次に、議事の第４．協議事項に移るが、青少年課長は退席してよい。

学務課長、学務課主幹が入室する。

鈴木教育 長 それでは、議事の第４．協議事項に移る。

１．令和元年度末及び令和２年度浦安市立小・中学校職員人事異動方

針（案）について事務局からの説明を求める。

第４．協議事項の１については、教育委員会会議規則第 20 条ただし書きの規定により、非

公開の取り扱いとしていたが、令和元年 12 月に人事異動方針を公表したことにともない、

議事を公開する。
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１．令和元年度末及び令和２年度浦安市立小・中学校職員人事異動方針（案）について、

大和学務課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいまの説明に対する意見をお願いしたい。

学務課長からの説明にあったように、県が定めている方針に則って作

成している。浦安市独自の部分は、小学校の異動については、ブロック

制としていることである。元町、中町、新町で実情が異なるため、幅広

い教職員の指導力向上という点で経験させたいと考えている。また、１

人の先生が同じ学校にずっと勤務することなく、とくに船橋、市川、浦

安、習志野、八千代の管内５市では、必ず複数市を経験させることとし

ている。

何かないか。よろしいか。

（「異議なし」の声あり）

鈴木教育 長 次に、議事の第５．報告事項に移るが、学務課長、学務課主幹は退室

してよい。保健体育安全課長が入室する。

鈴木教育 長 次に、議事の第５．報告事項に移る。

３．その他・報告事項、（9）専決処分の報告について（訴えの提起に

ついて）、事務局からの説明を求める。

（9）専決処分の報告について（訴えの提起について）、亀山保健体育安全課長より説明

がなされた。

議事の第５、報告事項．３．その他・報告事項（9）から（10）については、教育委員会会

議規則第 20 条ただし書きの規定により、非公開の取り扱いとしていたが、令和元年 11 月

29 日に市長が市議会に議案を提出したため議事録を公開する。
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鈴木教育 長 ただいまの報告に対する質問を受け付ける。

今年度は、増えているのか。

亀山保健体育安全課長 昨年度は 10 世帯で、今年度については 17 世帯となっている。なお、

30 年度の収入未済徴収率が約 33.7％で、29 年度よりも 7.1 ポイント収

納率は向上している。今年度については、99.4％徴収率で、収入未済額

は約 370 万円程度となり、少しずつではあるが減少傾向にある。

鈴木教育 長 回収率は増えているのか。

亀山保健体育安全課長 増えている。

鈴木教育 長 未納者は増えているのか。

亀山保健体育安全課長 29 年度は、未納世帯が 288 世帯あったが、30 年度末の未納世帯は約

241 世帯に減少している。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

次に、（10）に移るが、保健体育安全課長は退室してよい。保育幼稚

園課長が入室する。

それでは、（10）専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び

和解について）、事務局からの説明を求める。

（10）専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）、三代川保育

幼稚園課長より説明がなされた。

委 員 この２件は、同じ住宅なのか。

三代川保育幼稚園課長 別となる。
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鈴木教育 長 住宅と日の出幼稚園の距離はどの程度離れているのか。

三代川保育幼稚園課長 日の出幼稚園のすぐ前にある戸建て住宅となる。

鈴木教育 長 自然災害の場合は、補償が発生しないと聞いたことがあるが、いかが

か。

三代川保育幼稚園課長 日の出地区に同じようなサイクルポートの屋根があるが、そのほとん

どが飛散しておらず、強風も想定された程度の風速であり、一概に天災

とはいえなかったこと。また、このサイクルポート自体が大変古く、浦

安市の今の耐風圧基準が本来 34 メートル必要なところ、28 メートルで

あり、建築基準法に適合していない可能性が極めて高かったことなどか

ら、市に瑕疵があり賠償の対象になったものである。

委 員 日の出幼稚園と同じような状況にある園は他にないのか。

三代川保育幼稚園課長 今回の事故を受け、すべての保育園、幼稚園、認定こども園のサイク

ルポートの屋根を確認したところ、幼稚園、認定こども園には同様の形

状のものが 13 カ所あり、今後、ボルトどめをしていく予定である。当面

は屋根に飛散防止ネットを取りつけ、飛散防止対策を行う。

鈴木教育 長 ほかにないか。よろしいか。

それでは、以上で令和元年浦安市教育委員会第 11 回定例会を閉会とす

る。

閉 会 （午後４時 33 分）


